
建設業だって、知財

建設業者

（競合）

新規参入

施主

（買い手）

代替品

供給業者

（売り手）

・建設業の強み（設計・施工・調達ノウハウと実績）
に知財権の影響が小さい。

・ブランド力に知財権の寄与度が低い。

△買い手優位
＋設計企画・提案
＋施工実績

△調達価格上昇

＋調達ノウハウ
△競合多数（シェア低）
△技術開発は活発だが

代替技術が多数存在

なし（建造物の
代替品は考えにくい）

新規参入が
難しい業界

建設業のブランド力

建設業界の競争要因分析と知財権

KENSETSU

建設業は
ここに

知財権を獲得

【建設業界における知財権の悩み】



設計･施工･調達
ノウハウと実績

既存技術 新規技術

海外展開

ブランド力

請
負
業

脱
請
負
業

受注機会の
拡大

【請負工事と周辺事業】

得意先の
拡大

施設維持手法
コスト評価で
強みを発揮！

【新事業開拓】
・空港事業の運営
・巨大倉庫業

インフラ分野で
強みを発揮！

【新規技術による多角化】
・エネルギー事業
・植物工場、養殖工場

前例のない工事で
技術力アピール
例：スカイツリー

技術開発

・IoT・AI活用、ロボット開発
・宇宙にいけるエレベーター

オープンイノベーション

新規ビジネスモデル

活用で進化したい！

× CHＩＺＡＩ

成長・進化のベクトルと知財戦略

・建設業の強みはIｏＴやＡＩ活用によって進化！
・ビジネスモデルとオープンイノベーションと、
これらを支える知財の作り方・使い方が進化の鍵！

【建設業界のこれから】


